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要　旨
自家用乗用車や貨物自動車からのCO 2 排出量削減は、地球温暖化対策の中で大きな課題となっています。この
ような中、個々のドライバーが環境に配慮した運転を行う、エコドライブが注目されています。このエコドラ
イブの実践を、ICTを利用した情報提供でサポートするASPサービスがDriveManagerです。本稿では、
DriveManagerの実運用を通して収集された運転データを集計して運転方法と燃費の関係を明らかにし、エコド
ライブを実践することの燃費向上・CO 2 排出量削減への有効性を検討します。
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1. はじめに

地球温暖化を防止するため、我が国は京都議定書で2012年
までに基準年（1990年）比で6%の温室効果ガス削減を約束し
ています。しかし、2007年度の我が国の温室効果ガス総排出
量は基準年比で9.0%増加しています。また、地球温暖化対策
の中で最も重要な課題の1つである二酸化炭素（CO 2 ）の総排
出量は基準年比で14%増加しています。このCO 2 総排出量の
うち約2割は運輸部門が占めており2007年度では、基準年比で
14.6%増加しています。そして、運輸部門のCO 2 総排出量の
48%が自家用乗用車から、35.5%が自家用及び営業用の貨物自
動車から排出されています。したがって、自家用乗用車及び
貨物自動車からのCO 2 排出量の削減は喫緊の課題といえます。
このような中、自家用乗用車においては、トップランナー
基準による燃費改善やハイブリッド自動車・電気自動車と
いった低公害車の普及が進みその効果が現れてきています。
しかし、このような取り組みにもかかわらず2007年度の自家
用乗用車のCO 2 総排出量は基準年比で41.6%増加しています 1),2)

。よって、自動車の技術発展に期待するだけではなく、一人
ひとりのドライバーが環境に配慮した運転を行う「エコドラ
イブ」が求められています 3),4) 。
このエコドライブの実践を、ICTを利用した情報提供でサ
ポートするASPサービスがDriveManagerです。
本稿では、最初にDriveManagerの概要を説明します。次
に、DriveManagerを利用したエコドライブ推進の事例として、

環境モデル都市である京都市が2008年度に市内事業者に対し
て実施した活動を紹介します。また、この取り組みを通して、
本サービスのCO 2 排出量削減効果について考察します。

2. DriveManagerの概要

2.1 エコドライブとは

エコドライブとは、環境負荷の軽減に配慮して自動車を使
用することです。エコドライブの実践について、政府全体と
して効果的な普及促進を図るため、警察庁、経済産業省、国
土交通省、環境省をメンバーとしてエコドライブ普及連絡会
が設置されました。このエコドライブ普及連絡会では2006年
10月に、これまであった数あるエコドライブの取り組みの中
から効果及び取り組みやすさなどを考慮して最も勧めたい10
項目を選定し直し、「ふんわりアクセル“eスタート”」など
から成る「エコドライブ10のすすめ」を策定しました 3) 。
走行時の主な行為についてエコドライブを実施すると、
15％程度燃費が改善することがエコドライブ普及連絡会より
紹介されています 4) 。

2.2 システム概要

図図1 にDriveManagerのシステム全体図を示します。本システ
ムでは、車載機とASPセンターの間はパケット通信を利用し
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図1   DriveManager システム全体図

データ送受信しています。また、ユーザへの情報提供はイン
ターネット経由で行いますが、ユーザのPC端末に専用のクラ
イアントソフトウェアをインストールする必要がなく導入が
容易です。
車載機は、テクトム社のEDICATを利用しています。この
車載機EDICATは、車両のエンジンコンピュータ（ECU）か
らの通信データをもとに燃料消費量を計算します。このため、
デジタルタコグラフなど他の車載機で実施している、速度・
加速度・エンジン回転数データから燃料消費量を算出する方
法と比較し、精度よく燃料消費量を算出することができます。

2.3 サービス概要

DriveManagerは、燃費や走行距離などの車両情報をセン
ターへ収集し、データを集計・管理し、運転特性や燃費ラン
キングなどの有用な情報を提供するASPです。主なサービス
は以下の通りです。
・エコドライブ診断サービス
・運行管理サービス
・利用予約サービス
・日報作成サービス
この中の、エコドライブ診断サービスの一例として運転特
性グラフ表示機能があります。この運転特性グラフは、 表2
（後述）に示す6つの運転挙動それぞれの発生時間割合を集計
し、ドライバーの運転特性として情報提供します。これらの
情報を参照して自分の運転のクセを認識し改善することで、
燃費を向上させCO 2 排出量を低減させます 5) 。

3. DriveManagerを利用したエコドライブの推進

本章では、環境モデル都市である京都市が実施したエコド
ライブ支援装置貸出の結果を報告します。はじめに、支援装
置により収集された運転データの概要を説明し、次に運転
データの集計方法について述べます。最後に、集計結果を紹
介します。

3.1 運転データ収集

京都市が実施しているエコドライブ推進事業所登録制度で
は、事業所に対するエコドライブ実践推進の支援を行い、こ
の一環としてエコドライブ支援装置の貸出を行っています。
2008年度には、8事業所に対して合計20台が貸し出されました。
ここで貸し出された支援装置がDriveManager車載機です。
表1 に車載機による運転データの収集方法を整理します。
車両20台の期間中（2ヵ月間）の走行距離は平均3,213km（最
大6,625km、最小754km）でした。

3.2 運転データ集計

エコドライブの実践が燃費向上・CO 2 排出量削減にどの程
度有効かを検討するため、以下の2つの項目を検討します。な
お、燃費は「車両が単位燃料（1L）当たりに走行した距離」
とします。
・運転挙動と燃費の関係
・運転方法（運転特性）と燃費の関係

表1   運転データの収集
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表2   運転挙動の判定基準

((1)運転挙動と燃費の関係
DriveManagerでは、 表2 に示す6つの運転挙動を逐次判定し、
その運転挙動での運転時間、運転距離、燃料消費量などを
算出しています。
これらの運転挙動の中で、等速運転挙動、波状運転挙動、
急加速挙動の燃費を算出します。DriveManagerでは運転挙
動ごとの走行距離、燃料消費量を収集できるので、これら
の値を用いて計算します。なお、アイドリングは走行距離
が0kmなので、上述した定義では燃費の計算ができません。
また、急減速と空ぶかしは消費燃料割合が1%に満たないた
めここでは無視します。
(2)運転方法（運転特性）と燃費の関係
個々のドライバーの運転方法（運転特性）は、「全運転に
おける運転挙動ごとの消費燃料割合」で数値化します。す
なわち、「ドライバーが、等速運転、波状運転、急加速、
急減速、アイドリング、空ぶかしの挙動に対してそれぞれ
全体の何%の燃料を消費したか」で表します。DriveMagerで
は、運転挙動ごとの燃料消費量を収集することができるの
で、この値を用いてそれぞれの運転挙動の消費燃料割合を
算出します。

3.3 集計結果

「運転挙動と燃費の関係」及び「運転方法（運転特性）と
燃費の関係」を以下に示します。

(1)運転挙動と燃費の関係
急加速挙動、波状運転挙動、等速運転挙動の燃費について、
対象とした車両20台の平均値、最大値、最小値、標準偏差
を 表3 に示します。
運転挙動ごとの平均燃費は、急加速挙動が3.0km/L、波状運
転挙動が11.1km/L、等速運転挙動が17.4km/Lであり、明ら
かに急加速、波状運転の燃費が低く、等速運転の燃費が高
くなっています。よって、エコドライブ10のすすめにも示
されている、
・ふんわりアクセル“eスタート”
・加減速の少ない運転
を心がけることで燃費の向上そしてCO 2 排出量削減に効果
があることが分かります。全対象車両（18台）が全走行距
離の5%を波状運転から等速運転に改善できた場合を想定す
ると、 表4 に示すようにガソリン消費で約90L、CO 2 排出
量では209kg-CO 2 を削減できると考えられます。
(2)運転方法（運転特性）と燃費の関係
全対象車両の運転挙動ごと消費燃料割合の平均を 表5 に示
します。アイドリング挙動で消費燃料全体の11.2%を消費し

表3   運転挙動と燃費

表4   想定される改善効果
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表5   消費燃料割合

表6   アイドリング時の消費燃料

ていることが分かります。
なお、急加速挙動、急減速挙動の燃料消費は表5に示す3つ
の挙動の燃料消費に比べて非常に小さかったので表には記
載していません。これは、急加速挙動、急減速挙動と判定
する設定値（G値）を大きくしたため（急加速：0.3G、急減
速：-0.35G）これらの挙動に分類される走行が少なかった
ためと考えられます。
アイドリング挙動時の消費燃料についてもう少し詳細に見
ていきます。対象車両（18台）の2ヵ月間の走行における5
分以内のアイドリングと5分を超える長時間アイドリングの
消費燃料（L）及び消費燃料割合（%）の平均値、最大値、
最小値を 表表6 に示します。
5分を超えるアイドリングの消費燃料は、平均で6.7L（消費
燃料全体の2.6%）、最大で33.9L（消費燃料全体の7.4%）で
した。アイドリングは燃料を消費するにもかかわらず、1m
も走行しません。短時間のアイドリングは交通状況に従っ
た走行をする際は止むを得ない場合が多いですが、長時間
のアイドリングは削減できると考えられます。

4. システムの導入効果

最後に、DriveManagerの導入効果としてエコドライブ支援
装置装着前後の燃費を比較します。装置装着前後の燃費は、
利用者の方から報告された走行距離と消費燃料より算出しま
した。その結果を 表7 に示します。

表7   装置装着前後の燃費の比較（対象車両平均）

対象車両（18台）の装着前後の燃費の平均を見ると、約6%
改善されていることが分かります。このことから、エコドラ
イブ支援装置の装着により運転方法が改善され（エコドライ
ブが実践され）、消費燃料・CO 2 排出量が削減できたことが
分かります。

5. おわりに

本稿では、DriveManagerの実運用を通して収集された運転
データを集計して運転方法と燃費の関係を明らかにし、エコ
ドライブの実践が燃費向上・CO 2 排出量削減にどの程度有効
かを検討してきました。また、DriveManagerの導入効果につい
て紹介しました。
各運転挙動の燃費について、急加速挙動3.0km/L、波状運転
挙動（速度変化・加減速の多い運転）11.1km/Lは、等速運転
挙動（速度変化・加減速の少ない運転）17.4km/Lに比べて非
常に低くなることが分かりました。よって、「エコドライブ
10のすすめ」の「ふんわりアクセル“eスタート”」、「加減
速の少ない運転」を心がけることで、燃費の向上・CO 2 排出
量削減に効果があることが分かりました。
最後に、DriveManagerの導入効果として、装置装着前後の
燃費を比較した結果、燃費が約6%向上するという効果が確認
できました。
車両1台の消費燃料削減量、CO 2 排出削減量は小さくて

も、我が国の2007年度の運転免許保有者数は約7,740万人（大
型二輪、中型二輪、原付を除く） 6) であり、自動車（四輪
車）保有台数は約7,553万台です 7) 。よって、個々のドライ
バーがエコドライブを実践することにより運輸部門から相当
量のCO 2 排出量を削減することができると考えられます。
DriveManagerがその一助になるべく、今後も活動を続けていく
所存です。
*EDICATは、株式会社テクトムの登録商標です。
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